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1. 計画策定の背景と目的 

1.1 背景 

少子高齢化が進む中、妊娠期からの切れ目のない子育て支援や健康寿命の延伸を図る全世代を対

象とした健康づくり、生活に関する困り事の解消のための総合的な相談対応など、子どもから高齢

者までが生涯を通じてすこやかに生きるための総合的な施策が必要となっている。 

また「第６次荒尾市総合計画」の重点戦略『あらお未来プロジェクト』では、保健・福祉・子育て

分野のプロジェクトとして「切れ目のない充実した子育て環境をつくる」及び「誰もがつながりを持

ち、健康でいきいきとした暮らしをつくる」を掲げている。 

これを受けて、令和 3年 3月には、「荒尾市保健・福祉・子育て支援施設（仮称）基本構想（以

下、基本構想）」を策定し、本施設のあるべき姿の指針を定めた。基本構想では市民に対するワンス

トップでの相談や支援の体制を構築し、多世代の利用者が集まり、支え合う場として利用者同士の

共助を促進することで、誰一人取り残さない社会的孤立のないまちづくりを目指すこととしている。 

 

 

1.2 目的 

本市における保健・福祉・子育てに関するさまざまな課題を解決し、「第６次荒尾市総合計画」で

本市が目指す将来像「人がつながり幸せをつくる 快適未来都市」、さらに「南新地地区ウェルネス

拠点基本構想」のコンセプト「有明海の夕陽が照らすウェルネスタウンあらお」の実現を目指してい

る。 

そのため、市役所や社会福祉協議会などの保健・福祉・子育て支援に関する機能を移転・集約し、

市全域で活動を行っている保健・福祉・子育てに関する施設や団体などと連携することで、健康づく

り、福祉及び子育て支援の充実を図るよう、「荒尾市保健・福祉・子育て支援施設（仮称）（以下、

本施設）」を整備する。 

こういった流れを踏まえ、令和 2年度に基本構想を策定し、令和 3年度は本施設の整備推進に向

けて、導入機能や施設整備及び管理運営の方針等を定めた「荒尾市保健・福祉・子育て支援施設（仮

称）基本計画」を策定する。 

 

 

1.3 ＳＤＧｓと防災機能 

本施設の整備が予定されている南新地地区は、荒尾市の北西部に位置し、東は国道３８９号線に

接し、西は有明海に面している。平成２４年３月に閉鎖された荒尾競馬場の跡地が大半を占める面

積約３５ヘクタールの地区で、市は南新地土地区画整理事業を施行し、跡地活用を進めており、その

一環として「南新地地区ウェルネス※1）拠点基本構想」を策定し、荒尾市の顔、ゲートウェイ※２）と

して新たな都市機能の集積を進めている。 

本施設は、持続可能で多様性と包摂性のある社会で「誰一人取り残さない」ことを実現しようとす

る「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」※3）の理念に沿ったものとする。 

また近年、全国的に大規模災害が毎年のように発生しており、本市においても令和２年７月の豪
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雨で多くの市民が浸水等の被害を受けた。災害復旧、復興にあたっては、荒尾市社会福祉協議会がボ

ランティアセンターの設置等による支援や、市の保健師等が訪問健康調査などを行っており、防災

や被災者支援に対する保健・福祉・子育て部門の役割は極めて重要である。よって、本施設整備にお

いては本施設と複合化を検討する「道の駅あらお（仮称）」が担う防災機能と連携することで、災害

時において地域を支援する施設のひとつとなるよう整備する。 

 

※1）ウェルネス…心身の健康だけでなく、社会的にも健康で安心な状態などのこと。 

※2）ゲートウェイ…入口、玄関口など必ず訪れるような場所などのこと。 

※3）SDGs…2015 年の「国連持続可能な開発サミット」において採択された「持続可能な開発目標」。全ての

関係者の役割を重視し、「誰一人取り残さない」という理念のもと、持続可能で多様性と包摂性の

ある社会の実現を目指して、経済・社会・環境を巡る広範な課題に統合的に取り組むものとして、

17 の目標と 169 のターゲットを掲げている。 

 

 

 

 

  

図 1-1  SDGsにおける 17の目標（国際連合広報センター） 
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2. 施設整備の基本的な考え方 

2.1 施設概要 

2.1.1 上位計画 

(1) 「南新地地区ウェルネス拠点基本構想（令和元年 8 月）」における本施設の位置づけ 

官民連携によるまちづくりや地区全体のブランディング※4）、スマートシティ※5）の推進を軸

に、競馬場跡地の南新地地区における「ウェルネス拠点」の実現に向けて、「有明海の夕陽が照

らすウェルネスタウンあらお」をコンセプトとしている。 

移住/定住を促すターゲットとして、20～30代の女性（特に子育て世代）をメインターゲッ

トとして設定し、道の駅、保健・福祉・子育て支援施設、温浴施設、運動施設、宿泊施設、アウ

トドア施設、馬事文化施設等の導入を計画している。 

  
 

 

 

  

先進コア 

街区 

※4）ブランディング…共感や信頼を通じて利用者にとっての価値を高め

ること。 

※5）スマートシティ…ビッグデータの活用など先進的な技術を導入し、

新たなビジネスモデルの創造とワンランク上のラ

イフスタイルが実現できるまちづくりのこと。 

※6）南新地土地区画整理事業…旧荒尾競馬場跡地において、土地の整理

や都市基盤の整備を行い、有明海沿岸道

路と一体的なまちづくりを行う取り組

み。 

※7）「子育て関連施設」は、「保健・福祉・子育て支援施設」のこと。 

図 2-1 南新地土地区画整理事業※6）後の土地利用イメージ 

※7 
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(2) 保健・福祉・子育て支援施設(仮称)基本構想 

地域資源と先進技術を活かした荒尾市ならではの健康づくりや福祉や子育てをワンストップ

で支援するサービスを提供し、ウェルネス拠点基本構想に定める心身の健康づくりの中核拠点

として多世代の市民が利用する施設とするために、「心身の健康と地域の幸せを育み、子どもの

成長や子育てを支援する拠点」をコンセプトとしている。 

施設運営の方向性を①「市民がワンストップで相談や支援、行政サービスを受けることができる」、

②「利用者が参画し協働で支える運営」、③「多様な主体の連携、交流拠点（公民連携）」として定

め、市民に対するワンストップでの相談や支援の体制を構築し、多世代の利用者が集まり、支え合う

場として利用者同士の共助を促進することで、誰一人取り残さない社会的孤立のないまちづくりに

貢献するとしている。 

  

図 2-2 荒尾市保健・福祉・子育て支援施設(仮称)基本構想 

●保健・福祉・子育てに関する相談や行政サービスをワンストップで受けることができる。 
●親子や多世代で楽しめる。交流ができる。 

共通機能 

子育て 

支援機能 
福祉機能 

保健機能 

共通機能 

機能を集約するメリット 

【福祉機能イメージ】 
・生活についての支援や

相談を受けられる 

・ボランティア活動や、ボ

ランティアの支援など

を受けることができる 

・サークル活動など生き

がいづくりができる 

【子育て支援機能イメージ】 
・子育てに関する悩み相談ができる 

・子育てに役立つ情報を手に入れる

ことができる 

・育児に関して学べる 

・子育て世代が交流できる 

・子どもを遊ばせられる 

・健診の待ち時間に遊べる・過ごせる 

・子どもを安心して預けられる 

【保健・福祉の連携イメージ】 
健康データや健康手帳情報などを

地域の見守りなどに活用できる 

等 

【福祉・子育て支援の連携イメ

ージ】 
子どもとシニアなど多世代交流がで

きる 等 

【共通機能イメージ】 
・相談、総合案内：保健・福祉・子育

てに関する相談を気軽にできる 

・貸室：保健・福祉・子育てに関する

各種団体の活動や支援などを受け

ることができる 

【保健・子育て支援の連携イ

メージ】 
健診や健康教室、栄養教室などの参

加時に子どもを預けられる、遊ばせ

られる、過ごせる 等 

導入機能 

導入機能のイメージ 

【保健機能イメージ】 
・健康データを計測でき、データに基づいた運動や食事メニュー等

のサービスを受けられる 

・健康相談や健康教室、栄養教室などを気軽に受けることができる 

・子どもがいても健診（検診）を受けることができる 

・食育・食生活に対する情報を手に入れることができる 

●保健・運動機能 
（健康相談、健康教室などワ
ンストップの各種相談・支援
など） 

●健診（検診）機能 

（健診、保健指導など） 

●食育・食生活改善機能 

（栄養教室など） 

保健機能 

●地域福祉 
（支え合い活動・見守り活

動など） 

●生活支援機能 

（ワンストップの各種相談
や支援など） 

●社会参加支援機能 

（各種団体、サークル活動・
ボランティア活動など） 

福祉機能 

●子育て支援機能 
（ワンストップの相談や支
援など） 

●子育て交流機能 

（談話室などの交流機能、子
育て広場など） 

●託児等機能 

子育て支援機能 
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2.2 施設のコンセプト、方向性 

2.2.1 施設のコンセプト 

地域資源と先進技術を活かした荒尾市ならではの健康づくりや福祉、子育てをワンストップで支

援するサービスを提供し、ウェルネス拠点基本構想に定める心身の健康づくりの中核拠点として多

世代の市民が利用する施設とするために、本施設整備の基本理念（コンセプト）を以下のとおり定め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-3 施設のコンセプト 
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2.2.2 市全域の保健・福祉・子育て分野における本施設の位置づけと連携 

本施設は、市民の心身の健康づくりや子供の成長、子育てを支援する拠点とて、地区協議会等

の地域組織と連携を行いながら市全体へのサービス提供を図る。 

 

 

 

 

  

図 2-4 市全域の保健・福祉・子育て分野における本施設の位置づけと連携 

地
区
で
の
連
携 

本庁舎 
保健・福祉・ 
子育て支援 

施設（仮称） 

保健・福祉・子育て分

野における拠点 

地区① 地区② 地区③ 地区④ 地区⑤ 

地
区
協
議
会
等 

行
政 

（
市
全
域
） 
身
近
な
圏
域
の
行
政
区 

・各地区内の行政区（町内会） 

・民生委員 等 

連携 

公助 

共助 
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2.3 施設の主な利用者像 

本施設は、基本構想に基づき、全世代へのサービス提供の充実を目的とした施設であるが、本施設

における主な利用者像を以下の通り整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-5  利用者像 

支援を必要とする市民など 

本施設の整備目的と施設が果たす役割（方向性） 

社会参加の機会を支えることで、高齢

者をはじめとする地域の人材の社会参加

の機会を提供する。 

市民と地域のつながりを支える拠点

（福祉機能） 

全世代の市民が楽しく健康づくりを

行うための新たなサポート体制を構築

することで、生活習慣病の予防や介護予

防の推進に貢献する。 

市民が心身ともに健幸になれる拠点

（保健機能） 

親同士の交流や子どもの成長をサポ

ートする居場所づくりなどの子育て支

援機能を充実させ、親と子どもの負担や

悩みの軽減を通じて家族の支援を行う。 

親と子どもをすこやかに育む拠点 

（子育て支援機能） 

保健・福祉・子育てに関する相談や行

政サービスをワンストップで受けるこ

とにより、支援を必要とする人が必要な

サポートを受けやすい体制を構築する。 

共通機能 

成人 

高齢者（アクティブシニア） 

ターゲットイメージ（例）： 

・子育て支援を受ける働く親子世代 

・健診の結果を受けて健康づくりを行う大人 

など 

ターゲットイメージ（例）： 

・ボランティア活動や地域貢献に意欲的な 

高齢者 など 

地域の人材として施設を支える 

子ども 

ターゲットのイメージ（例）： 

・健診等の行政サービスの待ち時間の乳幼児 

・放課後の居場所を探す小中学生 など 
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3. 導⼊機能・施設規模 

3.1 需要調査 

3.1.1 調査概要 

(1) 調査目的 

下記３点を目的として、子育て世代に対するアンケート調査を実施。 

① 保健・福祉・子育て支援の基本的機能が備わった上で、新たな価値として本施設を特徴づける

「子育て世代が積極的に行きたくなる」機能の具体化を図るため。 

② 「健康や幸せを感じることのできる」場所として、全世代の健康づくりを支援する中で、特に

健康づくりに関心が低く、一生涯の健康づくりに際し重要な世代である子育て世代が、より健康

づくりに関わりやすくなる機能の具体化を図るため。 

③ 今後の民活手法を導入する際に民間事業者による提案を求めるにあたり、子育て支援や健康づ

くりサービスの需要がどの程度あるのか把握し、事業者募集の際に参考として提示するため。 

※高齢者については、基本構想時に、健康・福祉に対するニーズ調査を行い、社会参加の意欲や健

康づくりに関する関心について把握済みのため、調査対象としない。 

 

(2) 調査対象 

市内小学校及び幼稚園、保育園、認定こども園の保護者。 

 

(3) 配布・回収方法 

市内小学校及び幼稚園、保育園、認定こども園に、WEBアンケート協力依頼の書面を配布。 

 

3.1.2 結果概要 

■回答者属性(回答数 667通 配布数 4551通 回答率 14.7%) 

  
男性

8.1%

女性

91.2%

答えたくない

0.7%
15-19歳

0.0%

20-29歳

9.7%

30-39歳

56.7%

40-49歳

32.2%

50歳以上

1.3%

性別 年齢構成 
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一小校区

16.6%

万田小校区

19.6%

平井小校区

3.9%

府本小校区

3.0%
八幡小校区

7.9%

有明小校区

7.2%

緑ケ丘小校区

13.5%

中央小校区

19.5%

清里小校区

3.0%

桜山小校区

4.8%

その他

0.9%

22.8%

39.0%

19.2%

20.2%

19.0%

18.1%

15.7%

18.0%

14.1%

12.9%

11.4%

19.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1歳以下

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳

8歳

9歳

10歳

11歳

12歳以上

居住地区 

家族構成 

子どもの年齢 

86.5%

13.0%

0.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

親子

３世代同居

その他
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■保健・福祉・子育て支援施設(仮称)に関する回答 

●本施設では、健診時などにも利用できる屋内の子どもの遊び場の導入を検討しています。 

子どもの健康や成長につながる遊びとして、この遊び場にどういったものがあるといいですか？ 

（上位３つを回答） 

「身体を動かす」が 88％と最も多く、次いで「頭を使って考える」が 52％、「ものづくり・工作

する」が 50.4%になっている。 

  

347

587

199

152

72

336

175

35

29

10

0 100 200 300 400 500 600

頭を使って考える

身体を動かす

ものに触れる

最先端技術を体験する

食を楽しむ・知る

ものづくり・工作する

本を読む

地域のことを知る

昔のことを知る

その他
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●遊び場を利用するあたり、重要だと思うことはなんですか？（上位３つを回答） 

「雨が降っても遊べる全天候型」が 66.3％と最も多く、次いで「遊び場が広くのびのびと遊べる」

が 53.8％、「休日にも利用できる」が 53.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●あなたが、周辺施設にあったら良いと思う健康づくりの機能はなんですか？ 

（上位３つを回答） 

「血行・代謝を促進する運動」が 54.8％と最も多く、次いで「筋肉を鍛える運動」が 47％、 

「音楽とともに体を動かす運動」が 46.4％となっている。 
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休日にも利用できる

遊び場が広くのびのび遊べる

雨が降っても遊べる全天候型である

道路等の周辺環境の安全性を気にしなくてよい

幼児から小学生まで各年齢に対応した

安全な遊具が設置されている

平日の夕方（放課後）も利用できる

遊具が充実していて一日中飽きずに遊べる

利用料金

屋内ではなく屋外の公園などで遊べる

その他
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256

151

169

307

12

0 50 100 150 200 250 300 350 400

血行・代謝を促進する運動

筋肉を鍛える運動

体力・持久力を向上させる長時間の運動

筋肉を維持するための負荷の少ない運動

関節可動域を広げるやさしい運動

複数人で行うスポーツ・競技

音楽とともに体を動かす運動

その他
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●あなたが、健康管理を行う際に本施設にあったら良いと思う設備・サービスはどれですか？ 

（複数回答可） 

「定期的に受けられる子どもの健康診断」が 70.2％と最も多く、次いで「ICTを利用したスマートフ

ォンと連動する健康状態の把握・管理」が 29.1％、「栄養士等の専門家から直接健康に関する指導を

受けられる環境」が 17.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●保健・福祉・子育ての機能が集約することで下記のような新しい価値が生まれると考えています。 

あなたにとって下記内容は重要だと感じますか？ 

①社会福祉協議会が新施設に入ることにより、保健・福祉・子育てに関する相談が集約され、一体

的な支援・サービスが受けられるようになる  

②遊び場等で子どもを遊ばせることが出来ると同時に、相談や手続きなど一体的な支援・サービス

が受けられるようになる  

③大人も子どもも健診が受けられ、同時に相談や健康づくりなど一体的な支援・サービスが受けら

れるようになる  

3項目とも、「重要だと感じる」、「どちらでもない」、「重要だと感じない」の順で多い。 
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0 100 200 300 400 500

定期的に受けられる成人の健康診断

定期的に受けられる子どもの健康診断

栄養士等の専門家から直接健康に関する指導を受けられる環境

家でもできるリモートでの健康（料理）教室

ICTを活用したスマートフォン等と連動する健康状態の把握・管理

地域通貨として活用できる健康ポイントの導入

その他

56.6%

7.1%

19.3%

17.0%

68.8%

7.1%

8.6%

15.5%

57.1%

9.8%

12.3%

20.9%

0.0% 50.0% 100.0%

重要だと感じる

重要だと感じない

どちらでもない

無回答

重要だと感じる

重要だと感じない

どちらでもない

無回答

重要だと感じる

重要だと感じない

どちらでもない

無回答

①

②

③
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●保健・福祉・子育て分野が集まることで様々な新しいことが出来るようになると考えています。 

あなたはどのようなことが出来ると良いと思いますか？(複数回答可)     

「本施設と公園・芝生広場が一体的になって子どもをのびのびと遊ばせられる」が 61.6％と最も 

く、次いで「子どもや親が遊び・体験を通して健康になれる」が 57.1％、「保健、福祉、子育てに関

する相談やサービスが一か所で受けることが出来る」が 42％となっている。   

        

 

           

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.3 調査結果総括 

【遊び場に関して】 

「子どもの遊び場」に関しては、「身体を動かす」ことへのニーズが圧倒的に高く、「広くのびの

びと遊べる」ことが重視される傾向が見られた。また、「子どもの遊び場」が「全天候型」で「休日

も利用できる」こと等、遊びたいときにいつでも遊べることが重視されている傾向が見られた。 

【健康に関して】 

「健康づくり」に関するニーズとしては、「血行・代謝を促進する運動」や「筋肉を鍛える運動」、

「音楽とともに体を動かす運動」等、個人でも行えるリフレッシュできるような運動のニーズが高

い傾向が見られた。一方、「健康管理に関するサービス」に関しては、「定期的に受けられる子ども

の健康診断」がニーズとして高い傾向が見られた。 

【保健・福祉・子育て機能の集約に関して】 

 「保健・福祉・子育ての機能集約による新しい価値」については、特に「遊び場等で子どもを遊

ばせることが出来ると同時に、相談や手続きなど一体的な支援・サービスが受けられるようになる」

ことが重視されている傾向が見られた。また、「子供や親が遊び・体験を通して健康になれる」こと

や「子どもをのびのびと遊ばせられる」ことへのニーズが高いことからも、子どもの過ごす時間や場

所についての関心が高い傾向が見られた。 

156

379

279

409

65

183

131

139
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0 100 200 300 400 500

地域ボランティアによって子どもたちが地域を知ったり、多世代交流

などができる

子どもや親が遊び・体験を通して健康になれる

子育て、健康、福祉に関する相談やサービスが一か所で受けるこ

とができる

本施設と公園・芝生広場が一体的になって子どもをのびのびと遊

ばせられる

地域の食材を活用した食育プログラムを受けられる

子どもが遊んでいる間に健診が受けられる

地域の福祉団体等がカフェなどを営業することで、地域交流や社

会参加ができる

子どもを預けて買い物をすることができる

その他
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3.2 機能・設備及び施設規模の検討 

3.2.1 施設整備の基本的な考え方 

(1) 本施設と本庁舎との棲み分け 

本施設は、保健・福祉・子育て分野の「暮らしの質を向上するための行政サービス」を主に担う施

設とし、本庁舎を「暮らしを守るための行政サービス」を主に扱う施設として棲み分けをしつつ、相

互に連携を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 本庁舎と本施設の棲み分け 

① 

④ ③ 

② 

暮らしの質向上 

暮らしを守る 

事
務
手
続
き 

サ
ー
ビ
ス 

各課間の連携等により 

移転・残留を検討 暮らしの質を向上するための行政サービスを 

主に扱う施設 

  ・保健機能 ：かかりつけ保健師、健康サービス など 

  ・福祉機能 ：社会参加の場の提供 など 

  ・子育て機能：子育て世代がすすんで行きたくなる 

サービス（子育て広場、交流機会 など） 

  ・共通機能 ：相談機能 など 

保福子施設の集約機能 

連
携 

暮らしを守るための行政サービスを主に扱う施設 各課間の連携等により 

移転・残留を検討 

本庁舎の機能 
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3.2.2 導⼊機能 

(1) 周辺施設との機能連携の視点での導⼊機能の整理 

前述の「3.2.1 施設整備の基本的な考え方 (1) 本施設と本庁舎との棲み分け」で示した棲み分けの考え方を基に、本施設と本庁舎に併せ、周辺関連施設との関係性から、本施設への導入機能を以下のように整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 導入機能の整理 

連携 

連携 

保健・福祉・子育て支援施設（仮称） ウェルネス拠点 

先進コア街区 

の他の施設 

連携 

連携 

大学 

各高齢者 

施設 

連携 

医療機関 

(市民病院など) 

連携 

子育て支援機能 
福祉機能 

保健機能 市役所(本庁舎) 

 

保健センター 

子育て世代 

包括支援 

センター 

子ども家庭 

総合支援拠点 

認知症 

コホート 

研究 

子育て支援の 

行政事務 

権利擁護 

推進センター 

多世代交流 

消費生活 

センター 

子育て世代 

の交流機能 

地域包括

支援 

センター

消費生活センター以外の 

福祉課の機能 

（障がい福祉サービスの手続き、 

生活保護の申請など） 

生活困窮 

自立支援 

市民活動 

(地域福祉) 

ボランティア 

地域包括 

支援センター 

のサテライト 

地域ごと

の集会所 

ふれあい福祉

センター 

地域子育て 

支援センター 

幼稚園・ 

保育所・ 

認定こども園・ 

放課後児童クラブ 

社会福祉協議会 

連携 

連携 

連携 

保険介護課の機能 

（国民健康保険や 

介護保険の手続きなど） 
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(2) 各課・団体の移転機能と実施内容 

本施設と本庁舎で棲み分けされる担当課・団体と、機能ごとの実施内容を以下のように整理する。 

 

 

保福子施設 課・ 
団体 

本庁舎 

機能(●既存○新規) 機能 

子育て世代の 
交流 

〇親子遊び場機能 
〇子ども図書機能 
〇保護者交流及びネットワーク化促進機能 
〇託児機能 

子育て 

支援課 

  

子育て支援の 
行政事務 

●行政手続き機能 
●保育相談 
●保育士研修 
●ひとり親家庭支援 
●子どもの貧困対策 

地域包括支援 
センターの 
サテライト 

●高齢者総合相談機能（介護、医療、虐待、権利擁護等） 
保険 

介護課 
本体 

・地域包括支援センター
（本体） 
・保険介護課の機能 
（国民健康保険や、介護
保険の手続きなど） 認知症コホート 

研究 
●認知症大規模コホート研究協働機能 
●認知症大規模コホート研究（熊大）と市民の連携・交流機能 

消費生活 
センター 

●消費生活相談機能 
●消費生活啓発機能 福祉課 本体 

消費生活センター以外の機
能（障がい福祉サービスの
手続きや、生活保護の申
請など） 

生活困窮 
自立支援 

●生活困窮の自立支援機能 
●継続的な相談支援機能 
●就労支援機能 

社会福祉

協議会 

  

権利擁護 
推進センター 

●成年後見相談 
●権利擁護相談 
●申立て支援 

●成年後見普及啓発 
●市民後見人育成 
●関係機関との調整 

ボランティア 

●ボランティア活動支援機能 
●ボランティア育成機能 
●コーディネート、マッチング機能 
●災害ボランティアセンター機能 
●福祉学習支援 

市民活動 
(地域福祉) 

●ささえあい活動 
●見守り活動 
●介護予防・生活支援体制整備 
●貯筋体操（介護予防支援） 
●生活支援ボランティア 
●フレイル予防教室 
●フードバンク  

〇介護人材育成 
●介護保険対象外の介護サ

ービス 
●日本赤十字社 

●共同募金会 
●認知症カフェ 
●法外援護 

総合相談窓口 

●総合相談 
●生活困窮相談 
●心配ごと相談 
●レスキュー 

●資金貸付 
〇社会参加支援 
〇重層的支援体制整備 

多世代交流 
〇多世代交流機能 
〇情報コーナー（子育て・健康情報） 

すこやか

未来課 

  

保健センター 

●成人健康診査・がん検診 
●健康相談 
●食育・栄養指導 
●歯科指導 

●特定保健指導 
●乳幼児健診機能 
〇介護予防機能・運動指導

機能 

子育て世代包括 
支援センター 

●母子乳児及び幼児の健康保持・増進機能 
●母子保健相談機能 
●母子乳幼児保健指導機能 

子ども家庭 
総合支援拠点 

●子ども家庭相談による情報提供・総合調整機能 
●要支援児童及び要保護児童への支援機能 
●関係機関等の連絡調整・児童相談所との連携機能 

表 3-1 各課・団体の移転機能と実施内容 
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(3)機能集約によるメリット 

前項で整理した本施設への集約機能と配置される担当課・団体・専門家によって提供できる新た

な価値を以下に示す。 

 

図 3-3 機能集約によるメリット 

保健・福祉・子育て支援施設（仮称） 

連携 

・地域包括支援センターの 

サテライト ・子育て世代の交流機能 

・保健センター 

 

・保育士 
・社会福祉士 
・保健師 
・精神保健福祉士 
・栄養士 
・心理士 
・助産師 
・看護師 
・歯科衛生士 など 

子育て支援課 

すこやか未来課 

社会福祉協議会 

・消費生活センター 

・生活困窮自立支援 

・権利擁護推進センター 

・総合相談窓口 

・認知症コホート研究 

・市民活動(地域福祉) 

・ボランティア 

・多世代交流 

・子育て支援の行政事務 

・子育て世代包括 

支援センター 

・子ども家庭総合

支援拠点 

福祉課 

保険介護課 

・保険介護課の機能 

（国民健康保険や 

 介護保険の手続きなど） 

・消費生活センター以外の福祉課機能 

（障がい福祉サービスの手続きや、 

 生活保護の申請など） 

【切れ目のない子育て支援】 

 遊び場等により子どもを遊ばせることがで

き、同時に相談や手続きなど一体的な支援・

サービスが受けられるようになる 【健康づくりの全世代対応】 

 大人も子供も健診が受けられ、

同時に相談や健康づくりなど一体

的な支援・サービスを受けられる

ようになる 

【ワンストップサービスでの相談対応】 

社会福祉協議会が新施設に入ることにより、保

健福祉子育てに関する相談機能が集約され、一体

的な支援・サービスが受けられるようになる 

市役所(本庁舎) 

福祉 

保健 

・地域包括支援センター 

（本体） 

子育て 
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(4)機能集約後に変わることや出来ること 

 図 3-4 機能集約後に変わること

や出来ること 
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 (5)本施設の特徴 

保健、福祉、子育て支援分野を集約し、本施設ができることにより、多世代にわたって利用者に提

供できる新たな価値としての機能イメージを以下に示す。 

図 3-5 本施設の特徴 

【福祉×保健機能】 

・若い世代やシニア世代への 

食育や交流ができる 

・健康診査と併せて認知機能

検査を実施し、認知機能の

低下を早期に発見すること

ができるようになる 

・貸室でサークル活動等を 

行うことができ、健康づくりや

生きがいにつながる   など 

【保健×子育て支援機能】 

・健診(検診)や相談を受ける間に

子どもを預けることができる 

・子どもを対象とし食育をテーマに

した調理体験プログラムなどを受

けることができる 

・思い切り体を動かせる広々とした

遊び場スペースがあり、楽しく健

康づくりができる  など 

【福祉×子育て支援機能】 

・多世代交流などで、読み聞かせや昔遊びなどが体験できる 

・子ども食堂や子どもサロンを利用することができる  など 

成人 など 

子育て世代 など 

シニア世代 など 

託児 

保健機能 

子育て支援機能 福祉機能 

生活支援 

全世代型健康づくり 

社会参加 子どもの遊び場 

子育て世代の交流 多世代交流 

多様な活動を通して集まる 

多様な人の相談に 

ICT 等を活用しながら 

ワンストップで対応できる 
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 (6) 周辺施設との連携の考え方 

より効果的な価値提供を目指す観点から、南新地地区の周辺施設との機能連携のイメージについて、以下のような考え方で具体化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-6 周辺施設との連携の考え方 

待ち時間 

興味・関心 

歩数データ 

蓄積・分析→

健康ポイント

で還元 

健診結果に 

応じて 

食事メニューの

提案 

…ICT 等を活用したスマートシティならではのサービスのアイデア（例） 

魅力の体感 

商品の購⼊・暮らし

への取り込み 

一体的に 

子どもがのびのび

と遊べる 

受診後 

一体的に行い 

地域を盛り上げる 

健康意識向上 

活動後の 

食事・お茶 

屋内外で子どもが 

のびのびと遊べる 

運動後 

親のリフレッシュ 

楽しく健康づくり 
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3.2.3 施設規模の算出 

前述までの機能から必要な部屋及び部屋数を整理し、施設規模を以下のとおり想定する。 

 

機能

分類 
担当課 部屋名 

部

屋

数 

面積（㎡） 

面積引用元 
想定

人数 
備考 

建築 

基準 

現施

設 
事例 

行
政
事
務
施
設 

社会福祉

協議会 

福祉課 

保険介護

課 

すこやか

未来課 

子育て支

援課 

事務室 1 701 〇     88 人 ワンフロアを想定。建築基準を参考に約 8 ㎡/人。 

会議室 3 152   〇   45 人 

保健センター50.6 ㎡を参考。約 3 ㎡/人。 

（保健・福祉・子育て分野で 1 室ずつの計 3 部屋を想定。共

用。） 

トイレ(男女) 2 32   ○   - 現本庁舎１階の面積 16 ㎡を使用。 

保
健
機
能 

すこやか

未来課 

健診会場 1 374       
100

人 

介護予防スペース、運動スペース、多目的スペースと共用。 

健診時は間仕切りして使用を想定。（①計測 36 ㎡ ②診察

室 18 ㎡ ③診察室 18 ㎡ ④歯科診察 18 ㎡ ⑤眼科 36 ㎡ 

⑥集団指導室 50 ㎡。②～⑤については、要配慮者等のため

個室が望ましい。）事例を参考に約 3.5 ㎡/人で計算。 

待合室 1 84   ○   50 人 現状の規模を使用。20 組 50 人を想定。約 1.7 ㎡/人。 

印刷作業室 1 8   〇   - 輪転機を設置予定。社協と共用。 

更衣室 1 30   〇   - 現状の規模 18 ㎡＋12 ㎡。社協、子育て支援課と共用。 

倉庫 1 54   〇   - 

すこやか未来課（オムツ 15 ㎡ フッ化物洗口用紙コップ 4

㎡ 母子倉庫資料 8 ㎡ 母子手帳交付・訪問配布資料 4 ㎡ 

歯科巡回道具 3 ㎡ プレパパ用品 2 ㎡ 健康増進用 12 ㎡ 

計 48 ㎡）＋子育て支援課（シーズン備品や衛生用品等のス

ペース 6 ㎡） 

書庫スペース 1 28   〇   - 現状の規模 14 ㎡×2 を想定。子育て支援課と共用。 

洗濯室 1 8   〇   - オートクレーブや物品を置く棚、洗濯ものを干す場所が必要。 

検診車駐車スペ

ース及び屋根 
1 0       - 規模は本施設関連の検診車 8 台程度が駐車することを想定。 

福
祉
機
能 

社会福祉

協議会 

福祉課 

保険介護

課 

(すこや

か未来

課) 

介護予防 

スペース 
0 0   〇 - 健診待合室（ホール）と共用。 

貸室 1 73     〇 25 人 
サークル等の活動室や会議室として使用を想定。 

事例より、最大 25 人収容を想定し 72.88 ㎡を使用。 

コホート研究室 1 68   ○   ５人 現在の熊本大学の規模 8.3m×8.2m を想定。 

コホート展示室 0 0       - 壁やロビー、共用の会議室等に設置を想定。 

書庫 1 32   〇   - 

社協専用。現在、書庫を予定している小会議室の面積を約 32

㎡と想定。保存期間が長いものは総合福祉センター内に保管

を想定。 

倉庫 2 36   〇   - 社協専用。倉庫 13.75 ㎡、資材倉庫 22 ㎡。 

啓発コーナー 0 0       - 壁やロビー等に設置を想定。 

子
育
て
機
能 

子育て支

援課 

すこやか

未来課 

遊び場スペース 1 43 530 825     〇 - 規模の異なる 3 つの事例を使用。 

託児室 1 86     〇 10 人 事例を参考に設定。約 8 ㎡/人。 

子どもトイレ 1 16     〇 - 
事例を参考に設定。（おむつ替台(着せ替台)：2、授乳用イ

ス：1、授乳専用個室：1） 

情報コーナー 0 0       - 
壁やロビー等に設置を想定.本施設と道の駅双方での情報の共

有や掲示を行うことができるような工夫をする。 

授乳室 1 15       - 

子育て機能フロアと保健機能（すこやか未来課）が別フロア

の場合保健機能にもトイレ・授乳室が必要。 

新図書館の授乳室の面積を参考。 

ベビーカー置き場 5 5     ○ - 他自治体の保健・子育て支援複合施設を参考に設定。 

外部用トイレ 

(男女,多目的) 
1 45     〇 - 他自治体の保健・子育て支援複合施設を参考に設定。 

共
有
・
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ 

運動スペース兼サ

ークル活動室 

兼多目的スペース 

0 0       - 健診待合室（ホール）と共用。 

調理室 1 100   〇   36 人 

現在使用している中央公民館の調理室 96 ㎡や、 

他自治体の保健・子育て支援複合施設を参考に設定。コンロ

や関連団体の備品等の保管場所などについては今後検討。 

飲食、 

休憩スペース 
1 50     ○ 20 人 

調理室と同フロア内に、飲食スペースや子どもや高齢者の休

憩スペースが必要。説明や指導、共食までが保健事業である

ため、衛生上も含め、人が行き交う道の駅の一般スペース

（想定）と区別。他自治体の保健・子育て支援複合施設を参

考に設定。2.5 ㎡/人。 

相談室 6 85   〇   32 人 

保健センター10.58 ㎡/4 人を使用。10.58 ㎡×4 部屋＋21.16

㎡×2 部屋を想定。（現在のすこやか未来課が常時 3 室稼働

していることを踏まえ、子育て・福祉・介護の 1 室ずつを加

え計６室を想定。共用。） 

合計     37 2125 2612 2907       

表 3-2 施設規模 
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4. 施設配置計画の検討 

4.1 ゾーニング 

計画予定地における本施設整備にあたり、以下の考え方に基づきゾーニング・動線計画を行う。 

(1) 市民や来訪者のアクセス性に配慮した動線計画 

本施設は、来訪者のアクセスを考慮し、国道３８９号及び将来的な有明海沿岸道路の開通に伴い設置が

予定される荒尾北 ICに近い南側に駐車場を配置し、駐車場に隣接する形で計画予定地の中央に本施設を配

置する。 

 

(2) 周辺環境と連携した動線計画 

本施設と密な連携を行う道の駅は、イベント等の連携時に一体的な利用ができるように、本施設と隣接

する西側の位置に配置する。 

その他民間施設が連携しやすいように、芝生広場・公園・緑地との連携を重視した配置にし、芝生広場

等を介して民間施設につながる動線を配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図 4-1 ゾーニング 

荒尾北 IC 

(仮) 

歩行者動線 

車両動線 

有明海沿岸道路 

歩
道
等
の
道
路
空
間
活
用 

緑地 

有明海 
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4.2 施設配置 

(1) 配置方針 

機能の配置方針は、施設内外の機能連携等を考慮して、以下を基本方針とする。 

 

⚫ 道の駅と食での密な連携を図るために、道の駅との間にイベント広場を配置し、イベント広場と芝生広場

や公園がつながり一体的な活用ができるような配置にする。 

⚫ 道の駅と連携した賑わいの創出のために、イベント広場側をメインエントランスとし、行政サービスや市

民活動等、個別の来訪目的に対応したエントランスを駐車場側に配置する。 

⚫ 市民活動の機能を、サービスの連携が行いやすい民間施設や芝生広場、公園側に配置し、動線を確保する。 

⚫ 道の駅の利用者の立ち入りを見込める市民活動スペースを道の駅と近い位置に配置し 、利用者が限定さ

れる行政サービス関連の施設は道の駅とは反対側に配置する。 

⚫ 本施設に隣接して検診車を８台程度停車できる場所を確保する。 

⚫ 子育て世代にも使いやすい施設のレイアウトにする。 

例）調理室は外から様子を覗けるようにし、参加していない人も雰囲気を味わえるようにするなど 

⚫ 駐車場と本施設の距離が遠くなく、自動車での利用がしやすい配置にする。 

⚫ 安全性や衛生面での配慮が行き届いた施設環境を整備する。 

⚫ 平常時だけでなく、災害時等を想定した施設のレイアウトにする。 
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駐車場  

調理室 
・貸室 

複合施設の 
メインエントランス 

となる 

周辺の施設 

利用者 

アプローチ動線 

施設内外の移動動線 

来
訪
者 

 

保健・福祉・子育て

支援施設 

大屋根広場 

食分野の幅広い 
サポートなど 

一体利用による 
賑わいづくり 

市民活動スペース 

行政サービス 

子どもの 
遊び場 

多世代 
交流 

スペース 

各種 
手続き 
窓口 

検診 
会場 

民間施設 

芝生広場・ 

公園・緑地 

道の駅 

各種 
相談室 

コホート 
研究施設 

共有 

 民間施設 

健康づくりに 
関するサービス 
の連携利用 

ができる 

市民活動スペース: 

道の駅の利用者の立ち入りを見込めるように、道の

駅と近い位置に配置 

行政サービス: 

利用者が限定されるため道の駅とは反対側に配置 

民間施設 

図 4-2 配置方針 

目的に応じた 
利用がしやすい 
施設のレイアウト 

目的に応じた 
利用がしやすい 
施設のレイアウト 

目的に応じた 
利用がしやすい 
施設のレイアウト 

一体的な利用で 
のびのびと遊べる 



 

25 

(2) 配置計画イメージ 

ゾーニング及び配置方針に基づく配置計画イメージは以下の通りである。具体的な配置計画については、民間提案を想定。 

a) ２階建て案 

  

図 4-3 配置計画(二階建て案) 

▲配置計画の考え方 

駐車場 

芝生広場 

民間施設 

民間施設 

ホテル 

(想定) 

駐輪場・バイク等 

０        50m 

敷地面積 約 19,400 ㎡ 

健診会場 

・ 

多目的 

遊び場 

大屋根 

広場 

道の駅 

１F 

モビリティス 

テーション 

車両動線 

歩行者動線 

◆駐車場の配置の考え方 

・道の駅の利用が見込まれる大型車駐車場が道の駅側、 

普通車とおもいやり駐車場が本施設側になるように配置する。 

・道の駅の観光バスでの利用を見据え、駐車場からの歩行者動線を

確保し、歩行者と自動車の動線が錯綜しないように留意する 

１F 

2F 
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b) 平屋案 

 

 

図 4-4 配置計画(平屋案) 

駐車場 

民間施設 

芝生広場 

民間施設 

ホテル 

(想定) 

敷地面積 約 19,400 ㎡ 

駐輪場・バイク等 

健診会場 

・ 

多目的 

遊び場 

大屋根 

広場 

道の駅 

１F 

モビリティス 

テーション 

車両動線 
歩行者動線 

０         50m 

◆駐車場の配置の考え方 

・2 階建て案と同様 

▲配置計画の考え方 

１F 
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4.3 その他の景観上の留意事項 

4.1ゾーニングと 4.2施設配置の内容を踏まえ、その他景観上で留意するべき点を以下に示す。 

 

・市民に親しまれ、気軽に立ち寄りたくなるような外観デザイン。 

・本施設への来訪者が道の駅で飲食等をしながらゆっくり過ごしたくなる、本施設と道の駅の流動性に

配慮した連続性のある意匠。 

・本施設の遊び場と芝生広場の屋内屋外どちらでも遊びたくなるような一体的な意匠。 
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5. 事業計画 

5.1 概算整備費 

以下の機能及び施設規模を想定した場合、本施設の概算整備費は約 10億円と想定。なお、概算整備費については、現段階における想定であり、今後の基本設計等の検討・調整により変更となる可能性がある。 

 

図 5-1 概算整備費 

事務室 1 400 １人あたり8.55㎡で計算。ワンフロアを想定。

会議室 3 400 保健センター50.6㎡を参考。（保健・福祉・子育て分野で1室ずつの計3部屋を想定。共用。）

 トイレ(男女) 2 400 現本庁舎１階の面積を使用。各階に32㎡の規模で配置。

健診会場 1 400
介護予防スペース、運動スペース、多目的スペースと共用。健診時は間仕切りして使用を想定。

（①計測36㎡　②診察室18㎡　③診察室18㎡　④歯科診察18㎡　⑤眼科36㎡　⑥集団指導室50㎡。②～⑤については、要配慮者等のため個室が望ましい。）

待合室 1 400 現状の規模を使用。

印刷作業室 1 400 輪転機を設置予定。社協と共用。

更衣室 1 400 現状の規模18㎡＋12㎡。社協、子育て支援課と共用。

倉庫 1 400
すこやか未来課（オムツ15㎡　フッ化物洗口用紙コップ4㎡　母子倉庫資料8㎡　母子手帳交付・訪問配布資料4㎡　歯科巡回道具3㎡　プレパパ用品2㎡　健康増進用12㎡　計48㎡）

＋子育て支援課（シーズン備品や衛生用品等のスペース6㎡）

書庫スペース 1 400 現状の規模14㎡×2を想定。子育て支援課と共用。

洗濯室 1 400 オートクレーブや物品を置く棚、洗濯ものを干す場所が必要。

検診車駐車スペース及び屋根 1 - 規模は本施設関連の検診車8台程度が駐車することを想定。.

介護予防スペース 0 健診待合室（ホール）と共用。

貸室 1 400 サークル等の活動室や会議室として使用を想定。事例より、最大25人収容を想定し72.88㎡を使用。

コホート研究室 1 400 現在の熊本大学の規模8.3m×8.2mを想定。

コホート展示室 0 - 壁やロビー、共用の会議室等に設置を想定。

書庫 1 400 社協専用。現在、書庫を予定している小会議室の面積を約32㎡を想定。保存期間が長いものは総合福祉センター内に保管を想定。

倉庫 2 400 社協専用。倉庫13.75㎡、資材倉庫22㎡。

啓発コーナー 0 - 壁やロビー等に設置を想定

遊び場スペース 1 43 530 825 400 17,200 212,000 330,000 規模の異なる3つの事例を使用。

託児室 1 400 事例を参考に設定。

子どもトイレ 1 400 事例を参考に設定。

情報コーナー 0 - 壁やロビー等に設置を想定.本施設と道の駅双方での情報の共有や掲示を行うことができるような工夫をする。

授乳室 1 400 子育て機能フロアと保健機能（すこやか未来課）が別フロアの場合保健機能にもトイレ・授乳室が必要。新図書館の授乳室の面積を参考。

ベビーカー置き場 5 400 他自治体の保健・子育て支援複合施設を参考に設定。

外部用トイレ(男女,多目的) 1 400 他自治体の保健・子育て支援複合施設を参考に設定。

飲食、休憩スペース 1 400
調理室と同フロア内に、飲食スペースや子どもや高齢者の休憩スペースが必要。説明や指導、共食までが保健事業であるため、衛生上も含め、人が行き交う道の駅の一般スペース（想定）と区別。

他自治体の保健・子育て支援複合施設を参考に設定。

相談室 6 400
保健センター10.58 ㎡を使用。10.58㎡×4部屋＋21.16㎡×2部屋を想定。

（現在のすこやか未来課が常時3室稼働していることを踏まえ、子育て・福祉・介護の1室ずつを加え計６室を想定。共用。）

37 2125 2612 2907 850,000 1,044,800 1,162,800

850,000 1,044,800 1,162,800

42500 52240 58140 建設工事費の約5%

福祉機能

-

共有

ユーティリティ

100 400 40,000

-

6,000

14,400

0 -

15

健診待合室（ホール）と共用。

現在使用している中央公民館の調理室96㎡や、他自治体の保健・子育て支援複合施設を参考に設定。

コンロや関連団体の備品等の保管場所などについては今後検討。
調理室 1

運動スペース兼サークル活動室

兼多目的スペース
0 0

備考

行政

事務施設

701 280,400

152 60,800

32 12,800

機能分類 部屋名 部屋数 面積（㎡）
整備単価

(千円/㎡)

整備費

(千円)

保健

機能

374 149,600

84 33,600

8 3,200

30 12,000

54 21,600

28 11,200

8 3,200

0

86 34,400

16 6,400

-

0

子育て

機能

73 29,200

68 27,200

0 -

32 12,800

36

0 -

5 2,000

45 18,000

50 20,000

85 34,000

全体面積

①建築工事費

②調査設計費
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5.2 事業手法 

(1) 事業手法の想定 

事業手法を以下の項目の視点から検討する。 

 

a) 民間事業者のノウハウ活用の視点 

本施設が計画される南地新地地区には、本施設に加え計画されている道の駅や宿泊施設、温浴施設、ア

ウトドア施設等の機能を相互に連携させることで、他にない価値を創出することを目指しており、民間事

業者の創意工夫により、その相乗効果を最大化することが期待できる。 

 

b) 本施設と道の駅の複合化の可能性 

南新地地区に整備を予定している公共施設である保健・福祉・子育て支援施設と道の駅について、近接

性をさらに高めることで機能連携をさらに充実させる観点から、両施設を複合化するという案であり、以

下のようなメリットが考えられる。 

 

⚫ 「道の駅」利用者として訪れた方へ食育の健康プログラム等を提供することなどによって、健康無

関心層が立ち寄りやすい環境が構築される。 

⚫ 会議室や休憩スペース等を共有できるため、整備面積が効率化され、建設工事費を低減できる。 

⚫ その他、空間活用の観点においては、民間事業者ならではのアイデアも期待できる。 
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(2) 事業手法の比較 

 

 

事業手法 従来手法 ＤＢＯ PFI 手法 

事業範囲 道の駅単体整備 保健福祉子育て施設との複合化 道の駅単体整備 保健福祉子育て施設との複合化 道の駅単体整備 保健福祉子育て施設との複合化 

効率的かつ魅力的な

施設整備（民間のノ

ウハウ活用の余地） 

▲ 
民間ノウハウが発揮される余地が少ない 

〇 
民間ノウハウを発揮する余地がある 

〇 

民間ノウハウを発揮する余地がある 

コスト 

（財政支出の削減・

平準化等） 

▲ 
コスト縮減の可能性は低い 

〇財政支出の削減 
〇 

財政支出の削減 

▲ 
起債上限を超える部分が、市の一般財源からの負担となり、 

初期投資の負担が大きい 

▲ 
起債上限を超える部分が、市の一般財源からの負担となり、 

初期投資の負担が大きい 

〇 

事業費は事業期間にわたり平準化され、 

初年度の負担増は回避できる。 

開業までの期間 
〇 

早期開設が可能 
・最短で令和６年度中の開業が可能 

▲ 
1年程度開設期間が延長 

・民間事業者の選定に一定期間を要するため、 

追加で１年程度の期間が必要 

▲ 
1年程度開設期間が延長 

・民間事業者の選定に一定期間を要するため、 

追加で１年程度の期間が必要 

従来手法と比較した
際の総事業費の削減
割合（VFM） 

- - 
◎ 

6.4% 
◎ 

6.7% 
○ 

5.1% 
○ 

5.5% 

参画意欲（サウンディ
ング調査） 

◎ 

可能とする意見が大半。 

※設計／運営を個別に発注することが前提となるため、設計段

階から運営者の意向を施設整備に反映する工夫は必要 

○ 

可能とする意見が多い。 

○ 

SPC（特別目的会社）の組成にかかる時間や手間がネックとする意見は

あったが、可能とする意見が多い。 

ノウハウの蓄積（事
例） 

◎ 

多数事例あり 

〇 

事例あり 

〇 

事例あり 

安定性・継続性 
〇 

公共による適切なモニタリングの実施により確保可能 

〇 

公共による適切なモニタリングの実施により確保可能 

◎ 

民間が金融機関から資金を調達するため、金融機関及び公共による適切

なモニタリングが確保される 

総合評価 

▲ 

最短で開業できる利点はあるものの、民間のノウハウを活用し

た効率的かつ魅力的な施設整備、財政支出の削減・平準化等の

効果が小さい。 

〇 

民間のノウハウを活用した効率的かつ魅力的な施設整備が可能

で、VFMが期待できるが、初期投資の負担が大きくなる可能性

がある。 

 

◎ 

民間のノウハウを活用した効率的かつ魅力的な施設整備が可能で、

VFMが期待できる。さらに、民間事業者が資金調達を行うことで、財

政負担の平準化の効果と金融機関の審査・モニタリングが行われるた

め、資金面のリスク管理の充実や健全な事業運営の効果が期待できる。 
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5.3 整備スケジュール 

南新地地区ウェルネス拠点基本構想のロードマップを踏まえ、令和７年度の開業を目指し、令和４～６

年度に基本設計・実施設計、令和６～７年度に工事発注・建設というスケジュールを想定する。 

 

 

 

 
 

 

  

項目 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和７年度 

基本構想             

基本計画             

設計 

基本設計             

実施設計             

建設工事             

PFI 事業者の 

募集・選定 
            

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン 
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5.4 実現に向けて 

(1) 継続的なエリアマネジメント 

本施設を含めた南新地地区全体について、行政・市民・民間事業者・各種団体が相互に連携し、開

業に向けて魅力的な場となるような運営の仕組みづくりや関係づくりを行うとともに、開業後もエリ

アマネジメントとして継続的な運営を行っていく。 

 

(2) 民間事業者や各種団体との関わりについて 

行政、社会福祉協議会等の各種団体、民間事業者が関係性を構築しながら連携し、保健・福祉・子育て

に関する機能やサービスを提供するものとする。 

それに際し、行政及び社会福祉協議会は機能の集約化に向けてサービスの最適化を図るとともに、民間

事業者は行政と連携しながら運営の準備を行う。さらに民間事業者の創意工夫により、その相乗効果を最

大化することが期待できる機能については、民間事業者が運営することを想定する。 

 

(3) 市民の関わり方について 

各種団体、市民によるボランティア活動など、本施設の運営への関わりを通じて、荒尾市の保健・

福祉・子育てについて自分ごととして考えられるような人づくり・人材育成や意識醸成を図り、市民

の心身のウェルネスの実現を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-2 各主体の関わりと開業に向けた取り組みイメージ 

行政 

協働で運営する 

体制の構築 

社会福祉 

協議会 

民間事業者 
市民・団体 

・地域等 

保健・福祉・子育て支援サービスの提供 


